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横浜市民ギャラリーの総合情報誌　2026年6月−9月

203gow 横須賀美術館 
展示の様子／ 2017年

Yokohama Civic Art Gallery
Art News Magazine
Jun. 2026 - Sep. 2026

横浜市民ギャラリーでは「U35若手芸術家支援事業」として、
小島平莉個展「My little house, and your rooms」を開催
しました。本展は、家族や親戚の記憶・感情をテーマに制作
したテキスタイル作品を展示。「布」を痛みと温かさを同時
に内包し表現し得る素材と捉え、家族の複雑な関係性を表現
したテキスタイル作品に加え、自らのルーツに向き合ったフィ
リピンでの体験を記録した映像作品で構成しました。

「写真界の芥川賞」と称される第50回木村伊兵衛写真賞を、濵本
奏（はまもと かなで）さんが受賞されました。対象となったのは、横
浜市民ギャラリーの「U35若手芸術家支援事業」を活用して2025
年8月に開催された個展、および同名の写真集『－・・』（チョー タ
ン タン）です。濵本さんは横浜出身の若手写真家で、歴史に向き合
う表現が高く評価されました。おめでとうございます。

【小島平莉 (HEIRI Kojima）】2001年、神奈川県生まれ。
2026年多摩美術大学大学院美術研究科博士前期課程
デザイン専攻テキスタイルデザイン研究領域修了。家族
の記憶や感情を巡り、テキスタイル技法や、映像で表
現。現在は、個人的な経験を手がかりとした文化的多
元性や「他者とどのように生きれるのか」というテーマ
を探究。主な展示に「SICF25 EXHIBTION部門受賞者
展」（スパイラルガーデン、2025年）、「個展 わたしがカ
モメになった日」（Gallery Blue3143、2025年）等

U35若手芸術家支援事業 小島平莉個展
「My little house, and your rooms」 を開催

第50回 「木村伊兵衛写真賞」  
U35若手芸術家支援事業  濵本奏さんが受賞

報 告

報 告

会期：2026年5月6日（水）〜5月10日（日）　会場：展示室B1F

横浜市民ギャラリー展覧会スケジュール
2026年6月～ 9月
※2026年3月20日時点での情報です。 主催者の都合により

情報が変更されることがあります。

6月� June

第49回ヨコハマ日曜画家展� [全室]   
5/27～6/1　10:00～17:00　※最終日～14:00
日曜画家の皆さんの公募展。出品作品を全て展示し35賞を授与
主催：NPO法人 横浜美術友の会

第68回 二科神奈川支部展 �  [全室] 
6/3～6/8　10:00～18:00　※最終日～15:00
二科会支部同人と公募による意欲あふれる多様な表現作品150点
主催：二科 神奈川支部

第63回 日・朝友好展  � [3F]
6/9～6/14　10:00～18:00　※初日14:00～、最終日～16:00
日・朝友好展は日本人と在日コリアンとの友好と文化の交流を願う
主催：日・朝友好展運営委員会

横浜絵画サロン絵画展� [2FA]  
6/9～6/14　10:00～17:00　※初日12:00～、最終日～15:00
水彩の傑作小作品（主に風景）80点を一堂にご堪能ください
主催：横浜絵画サロン

第59回 神奈川光風会展�  [1F]
6/9～6/14　10:00～17:00　※初日13:00～、最終日～16:00
光風会に所属し主に神奈川在住の作家大作～小品までの作品
主催：光風会 神奈川

中美2026神奈川展�  [3F]  
6/16～6/22　10:00～17:00　※初日14:00～、最終日～14:00
油彩、日本画、水彩等の展示、一般公募あり。作品数90点
主催：中央美術協会 神奈川支部

神奈川一陽展� [2F]   
6/16～6/22　10:00～17:00　※初日14:00～、最終日～15:00
一陽会神奈川支部メンバーによる大作絵画、版画、彫刻約30点
主催：一陽会 神奈川支部

凹凸のある回転楕円体48� [1F/B1F]   
6/16～6/22　10:00～18:00　※初日13:00～、最終日～16:30
ここで回転する地球の轟きを聴いている、ぼ、僕ら宇宙の鍵っ子
主催：凹凸のある回転楕円体

松本コウシ写真展 Monologue of plants in the still night�[B1F]
6/23～6/29　11:00～18:00　※初日15:00～、最終日～15:30
真夜中に妖艶な姿を見せる植物に光をあてて撮影した作品展
主催：松本幸之

第10回フォトコンテスト神奈川写真展� [2F]   
6/24～6/29　10:00～17:00　※最終日～15:00
全日写連創立100周年記念公募展。入賞作品等約150点展示
主催：全日本写真連盟神奈川県本部

第56回 世界児童画展神奈川県展� [3FB]   
6/27～6/28　10:00～17:00　※最終日～15:00
神奈川県内の入選作品を中心に国内外の児童画約200点を展示
主催：公益財団法人美育文化協会

7月 � July

第49回 神奈川独立美術展 �  [全室]
7/1～7/6　10:00～18:00　※最終日～16:00
独立展出品者による神奈川県在住、在勤の人を中心のグループ�
主催：神奈川独立美術の会

第41回 21世紀国際書展� [全室] 
7/8～7/12　10:00～18:00　※最終日～16:00
県内を活動拠点とする書家の会派、流派を超えた書道の公募展
主催：産経新聞社 横浜総局

主催 横浜市こどもの美術展2026�  [全室]  
7/17～7/26　10:00～17:00 （入場は16:30まで）　※初日13:00～
昨年60周年を迎え、今年は新たな出発を祝し「はじめまして」の
テーマのもと開催。公募した子どもたちの絵画展示、ワークショッ
プや「こどものためのコレクション展」など、お楽しみがいっぱい�
主催：横浜市民ギャラリー

公募 ZEN展  � [3F]
7/28～8/2　10:00～17:30　※初日14:00～、最終日～14:00
ジャンル自由、誰でも参加当落なしの公募展
主催：一般社団法人 公募 ZEN展

第65回 港の作家展 �  [2F]
7/29～8/3　10:00～17:00　※最終日～16:00
公募団体を横断した作家たちによる油彩、水彩、版画等の作品
主催：港の作家美術協会

こころの日作品展覧会 � [1F]
7/31～8/1　10:00～17:00　※最終日～15:00
水彩、版画、手芸、工芸品等150〜200点程展示
主催：日本精神科看護協会 神奈川県支部

8月 � August

第38回 神奈川書家三十人展� [3F/B1F]
第5回  かながわ書道キッズコンクール
8/5～8/10　10:00～17:00　※最終日～14:00
県内の代表的な書道家の作品を一堂に展示する現代書の祭典
主催：神奈川新聞社

第56回 神奈川二紀展 � [2F/1F]
8/5～8/9　10:00～18:00　
10月に開催される二紀展に向けた大作。油彩50点、彫刻10点
主催：（社）二紀会神奈川支部

第75回記念 浜書展 �  [全室]
8/12～8/16　10:00～18:00　※最終日～16:00
第75回を迎える書道の公募展。一般部、学生部約300点
主催：横浜書道連盟

第52回神奈川独立書展� [全室]
第33回神奈川県青少年毎日書道展
8/19～8/24　10:00～18:00　※最終日～16:00
古典追及を基に創造性を豊かな書、また園児～高校生の書作
品を展示� 主催：神奈川県独立書人団

第64回 全国公募日書家展� [全室]
8/26～8/31　10:00～17:00　※最終日～14:00
書道作品展示(一般部200点 学生部210点）
主催：日本書道家連盟

9月 � September

「第22回国際水墨芸術展」� [3F]
併催「国際芸術家展yokohama2026」
9/2～9/6　10:00～18:00　※最終日～15:00
日本と中国の水墨画、書、水彩、油彩、工芸品等を展示
主催：日中水墨協会

第68回 太平洋神奈川展 � [2F/1F]
9/2～9/6　10:00～18:00　※最終日～16:00
日本最初の美術団体。太平洋美術会の支部展。平面、立体作品
公募！� 主催：太平洋美術会 神奈川支部

共催 横浜市民ギャラリーU35若手芸術家支援事業�[B1F]
ヒラヤマミオ個展 「あ　れと　こ　れの　さ　かい」
9/2～9/6　10:00～18:00　※最終日～16:00
“かち” や “ただしさ” を見つめるインスタレーション作品
主催：平山美桜　共催：横浜市民ギャラリ－

Abox展 2026 �  [2F]
9/10～9/13　10:00～18:00　※最終日～15:00
観るから、読むへ。響きあう写真展
主催：Abox Photo Academy

第56回公募文化書道神奈川県連合会書道展 � [3F]
9/11～9/13　10:00～17:00　※最終日～15:00
県内の一般公募、会員、学童による書道展、小品も含め130点
主催：文化書道神奈川県連合会

主催新・今日の作家展2026 土星の環の観測点�[1F/B1F]
9/12～10/5　10:00～18:00（入場は17:30まで）
1964年から40年にわたり開催した「今日の作家展」を継承した
展覧会。気鋭の若手作家3名を招聘して開催します
主催：横浜市民ギャラリー

みずゑ秋季展 �  [3FA]
9/15～9/21　10:00～17:00　※初日13:00～、最終日～16:00
水彩、パステルを中心に展示�
主催：爽蒼美術協会

等迦会神奈川支部展 �  [2FA]
9/15～9/21　10:00～17:00　※初日13:00～、最終日～12:00
等迦会神奈川支部員の制作作品。油彩、水彩等45点
主催：美術団体等迦会神奈川支部

第14回 水彩連盟 神奈川支部展 �  [3F]
9/22～9/28　10:00～17:00　※初日13:00～、最終日～13:00
アクリル、透明水彩による具象、抽象とわない自由な表現
主催：水彩連盟 神奈川支部

第一美術協会 第48回湘南支部展 �  [2F]
9/22～9/28　10:00～17:00　※初日15:00～、最終日～16:00
湘南在住の会員による油彩、水彩、工芸、彫刻、100点
主催：第一美術協会 湘南支部

第65回アーネスト美術展 �  [3F]
9/29～10/5　10:00～18:00　※初日13:00～、最終日～16:00
油彩、日本画、水彩等、約60点を展示�
主催：アーネストクラブ

第58回 神奈川現展 �  [2F]
9/29～10/5　10:00～17:00　※初日14:00～、最終日～16:00
神奈川現展所属作家による油彩水彩、写真、立体工芸等約100
点展示�
主催：現代美術家協会 神奈川支部

U35若手芸術家
支援事業について

本展は、アントワネット時代のドレスや宝飾、家具などを手がかりに、
あらゆる点で新しい様式（スタイル）をうちたてていった王妃の革新性
と、その人物像に迫ります。さらに王妃が形づくった「スタイル」の源
泉が、いかに時代を超えて人びとを魅了し、現代のクリエーターたち
にも示唆を与え続けているかについて紹介します。

いろんな“あのこ”の、ひみつの場所にあそびにいこう
夏休みの期間に開催する、子どものための展覧会「あざみ野こども
ぎゃらりぃ」。20回目の今年は「どこかの、あのこの、すみか。」と題
して、3組の作家による作品を展示します。会期中は、会場内で参加
できるワークショップイベントもあります。子どもも大人も一緒にあそ
びに来ることができる展覧会です。

マリー・アントワネット・スタイル

あざみ野こどもぎゃらりぃ 2026　どこかの、あのこの、すみか。

2026年8月1日（土）－11月23日（月・祝）
10:00～18:00（入館は閉館の30分前まで）　
休館日：木曜日（8月13日、9月24日、11月19日は開館）

2026年7月31日（金）－8月9日（日）
10:00～16:00（最終日のみ19:00まで）　休館日：なし

［お問合せ］横浜美術館  〒220-0012 横浜市西区みなとみらい3-4-1
TEL 050-5541-8600（ハローダイヤル）　https://www.marie2026.jp　

［お問合せ］横浜市民ギャラリーあざみ野  〒225-0012 横浜市青葉区あざみ野南1-17-3 
アートフォーラムあざみ野内　TEL 045-910-5656　FAX 045-910-5674　https://artazamino.jp/

横浜美術館

横浜市民ギャラリーあざみ野

催し物
ピックアップ

催し物
ピックアップ

最寄駅：東急田園都市線・　
　　　　横浜市営地下鉄「あざみ野駅」

最寄駅：みなとみらい線「みなとみらい駅」
　　　　JR・横浜市営地下鉄「桜木町駅」

「横浜市こどもの美術展 2025」展示風景  photo:Ken Kato

特集 横浜市こどもの美術展2026
Yokohama Children's Art Exhibition 2026



　 横浜市こどもの美術展2026
今年も開催！ 夏休み恒例、
子どものための展覧会

横浜市民ギャラリーコレクション展2026　戦後をあゆむ
絵画、写真、漫画を通して今みつめ直す、横浜と日本の戦後のあゆみ

クリエイティブな時間を過ごしたい方におすすめの講座

子どもたちの自由な発想と豊かな表現を育む「横浜市こどもの美術展」を、この夏も開催します！
この展覧会は二世代、三世代にわたって親しまれ、昨年60周年を迎えました。今年は新たな出
発を祝し「はじめまして」のテーマのもと開催します。
本展の主役は、会場いっぱいに広がる子どもたちの自由でのびやかな作品です。例年1,500点
ほどの絵画が3フロアを埋め尽くします。今年も、この展覧会に展示する子どもたちの作品を大
募集！　ぜひ作品を応募して、横浜市民ギャラリーに展示されるのを見てみませんか？　自分の
作品をたくさんの人に見てもらい、他の人が描いたたくさんの作品にも出会えるのが、この展
覧会の魅力です。
会場では、自由に参加できるワークショップ「へんしん！おめんをつくろう」や、はじめての展
覧会鑑賞にぴったりの、「こどものためのコレクション展」など、お楽しみがいっぱいです。
皆さまの作品応募とご来場をお待ちしています。子どもも大人も一緒に、めいっぱいアートを楽
しみましょう！

2025年に日本が戦後80年を迎えたことから、本展では1930～1940年代の戦争や戦後の社会に
ついて読み解くことができる所蔵作品を選出し、借用資料を加えて構成しました。展覧会は、作者
の幼少期の不安と当時の不穏な空気が入り混じる緑川廣太郎《ブランコと少年》（1937年）で幕を
開け、戦時中の様子を捉えた写真や漫画作品、大佛次郎が綴った日記等を紹介し、戦後の横浜
を描いた絵画へと続きました。また、当館の漫画コレクションに関連して、漫画家らが終戦日の記
憶を絵と文で表した複製パネルを展示。作者の体験談を聞くことができる「音筆（おんぴつ）」や、
ちばてつや、矢野徳らのインタビュー映像も好評でした。続いて、戦後から現代までの横浜を回想
して描いた〈ヒサクニヒコの横浜の記憶〉、接収解除前後に撮影された横浜の写真、日本や世界
における戦後の社会状況に呼応した絵画や写真を展示しました。世界情勢がますます不安定にな
るなか、来場者からは作品を通して過去の戦争に向き合い、横浜の歴史を知る貴重な機会になっ
たとの声が多く寄せられました。会期中には、
俳優・五大路子による朗読とお話「戦後を生
きた女性たち」や、横浜シティガイド協会と共
催したガイドツアー、出品作家・ヒサクニヒコ
のレクチャー等にたくさんのご来場をいただ
き、テーマを多角的に掘り下げることができま
した。また、研修を経て学びを深めた鑑賞サ
ポーター（ボランティア）が来場者と対話する

「おしゃべりの日」や、地域ケアプラザと協働
した鑑賞会を開催し、美術を通した豊かな交
流を広げることができました。

横浜市民ギャラリーでは、学生からシニア世代まで、幅広い年齢層の方々が、経験を問わずに創
作活動やレクチャーを楽しむことができる「大人のためのアトリエ講座」を開講しています。ギャ
ラリーフロア最上階にあるアトリエにて、身近にアートを感じながら、さまざまなクリエイティブ体
験がお楽しみいただけます。

子どものためのアトリエ講座「ハマキッズ・アートクラブ」では、小学生以下の幼児・児童を対象
に、造形を中心とする講座を年に10回開催しています。子どもたちに「自分で考える」「自分でき
める」「自分でする」ことの楽しさや醍醐味を体験してもらい、アートを通じて大人になるために必
要な自立心を育むことを目的とする講座です。

★カラーテープで絵を描こう
カラーテープを使って大きな布（ターポリン）に絵を描こう。できあがった作品は「横浜市こどもの
美術展2026」（会期：7月17日[金]～26日[日]）の会場で展示します。
協賛：株式会社寺岡製作所

＊「大人のためのアトリエ講座」「ハマキッズ・アートクラブ」の詳細・申込方法等は、公式ウェブサイトまたはチラシをご覧ください。

※講座の申込みを希望される方は、あらかじめPeatixの会員登録が必要です（無料）

編集・発行：横浜市民ギャラリー（公益財団法人横浜市芸術文化振興財団/西田装美株式会社 共同事業体）  発行日：2026年6月1日  デザイン：小野寺健介
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横浜市民ギャラリーゆかりの作家たち vol.35　岩本久則 （いわもと きゅうそく）

十字架のある教会の屋根に集まる４羽の鳥たち。白い体に
黒っぽい翼、目のまわりの赤い縁取りは、ウミネコの特徴で
す。海からは強い風が吹き、ここから飛び立つのは難しそう
です。向かいには天使が一人。上手に風に乗って、ウミネコ
に飛び方を教えているところでしょうか。タイトルは《日曜学
校（飛び方教室）》。教会では、日曜日に子どもたちを集めて
教育がおこなわれています。空には天使も集まり、同じよう
なことが繰り広げられているのかも、と想像をかき立てられる
作品です。本作は、1978年に横浜市民ギャラリーで開かれた

「ヨコハマ漫画フェスティバル」のために制作されました。作
者の岩本久則は、海上自衛隊勤務後、漫画家に転向した経
歴を持ちます。熱心なバードウォッチャーとしても知られ、自
然観察や環境をテーマにした著作を多く手掛けています。本
作は、横浜らしい題材に、岩本のこだわりが詰まった一枚と
言えるでしょう。「横浜市こどもの美術展2026」のコレクショ
ン展に展示しますので、ぜひご覧ください。

岩本久則《日曜学校（飛び方教室）》1978年　
ペン、アクリル、水彩、紙　102.7×72.5cm

2026年7月17日（金）－ 26日（日）　会期中無休
10:00－17:00（入場は16:30まで）※初日は13:00～
横浜市民ギャラリー　入場無料
主催：横浜市民ギャラリー（公益財団法人横浜市芸術文化振興財団／西田装美株式会社 共同事業体）

後援：横浜市教育委員会　協賛：学校法人 岩崎学園

⬥関連イベント　
自由参加ワークショップ「へんしん！おめんをつくろう」
色がみでいろいろな生き物のおめんをつくりましょう。完成したおめんをかぶって、あたらしいじ
ぶんと「はじめまして」！
＊会期中毎日 10:15～16:45（初日は13:15～）
＊申込不要  ※子どもも大人も参加できます

「はじめまして」のミッションカード 
ミッションがかかれたカードをもとに、展覧会をめぐりましょう。
全部クリアしたら「展覧会マスター」!
＊会期中毎日 10:00～17:00（初日は13:00～）

こどものためのコレクション展「はじめまして」 
横浜市民ギャラリーの所蔵作品から「はじめまして」のテーマで選りすぐった小さな展覧会。展覧
会がはじめての子どもたちにぴったりな内容です。
＊会期中毎日 10:00～17:00（初日は13:00～） 

ハマキッズ·アートクラブ作品展示 
「カラーテープで絵を描こう」の参加者がつくった大きな作品を展示します。
＊会期中毎日 10:00～17:00（初日は13:00～） 

［展覧会データ］
横浜市民ギャラリーコレクション展2026 戦後をあゆむ
2026年2月20日（金）～3月8日（日）　全17日間
10:00～18:00　横浜市民ギャラリー展示室1、B1
出品点数：所蔵作品57点、借用資料38点　計95点
展覧会入場者数：4,770名＋関連事業参加者数314名
＝合計5,084名

［関連イベント］
・レクチャー「漫画で記憶を描きとめる～ヒサクニヒコ
の横浜の記憶」
2月21日（土）14:00～15:30　
講師：ヒサクニヒコ（ヒトコマ漫画家・イラストレーター）

・担当学芸員によるギャラリートーク
2月23日（月・祝）11:00～11:30　
担当：森 未祈（横浜市民ギャラリー主任学芸員）

・朗読とお話「戦後を生きた女性たち」
2月28日（土）14:00～14:40 出演：五大路子（俳優、

「横浜夢座」座長）、後藤泰観（Vn.）

報 告予 告開 催

予 告

横浜市民ギャラリー  〒220-0031 横浜市西区宮崎町26番地1　
TEL 045-315-2828　FAX 045-315-3033
10：00～18：00　原則 毎月第3月曜日、年末年始休館

 https://www.facebook.com/ycag1964　  @ycag1964　  @ycag1964

電車でのアクセス
JR・市営地下鉄「桜木町駅」から徒歩10分　※紅葉橋交差点を過ぎて左斜め❶の道を進みます。
京急「日ノ出町駅」から徒歩8分  ※野毛坂交差点を戸部方面に右側歩道を進み❷の坂道を上がります。

バスでのアクセス
市営バス103・292系統「戸部1丁目」「野毛坂」から徒歩2～4分/市営バス89系統「野毛坂」から徒歩4分
/市営バス8・26・101・105・106系統、京急バス110系統、神奈川中央交通　横43・港61系統「紅葉坂」
から徒歩7分

送迎車サービス
桜木町駅東口「タクシー降車場」看板隣の「貸切観光バス乗場」看板付近★に送迎車が停車します。
運行スケジュールや定員等は当館公式ウェブサイトをご覧ください。

駐車場
予約制・有料[駐車場専用TEL] 045-315-4440 ※1週間前から受付

ご利用ください《無料送迎車サービス》
JR桜木町駅⇔横浜市民ギャラリーを巡回
桜木町駅東口「タクシー降車場」看板隣の「貸切観光バス乗
場」看板付近に送迎車が停車します。お身体の不自由な方・高
齢者の方に配慮した送迎車サービスです（どなたでもご利用い
ただけます）。
送迎車の定員：9名（車いす1台を含む）

※状況により運休等の場合があります。 必ず運行状況を事前に当館公式
ウェブサイトか電話等でご確認の上、ご利用ください。

※原則第3月曜日、年末年始は休館のため運行がありません。また、展覧会の
ない日も全便運休です。

※皆様の安全を確保するため、大きなお荷物を携行している場合やシートベ
ルトを正しく装着できない場合は乗車をお断りすることがあります。

※展覧会初日と最終日や展示室の利用時間によっては始発・最終発の時刻
が変更となったり、運休する場合があります。

※交通事情、天候、施設状況等により運行が変更になる場合があります。

9 45
10 00　20　40
11 00　20　40
12 00　20　40
13 00　20　40
14 00　20　40
15 00　20　40
16 00　20　40
17 00　20

10 10　30　50
11 10　30　50
12 10　30　50
13 10　30　50
14 10　30　50
15 10　30　50
16 10　30　50
17 10　30　45
18 00

【送迎車時刻表】
JR桜木町駅発

横浜市民ギャラリー発
横浜市民ギャラリー送迎車

2026年6月21日（日）①10:30～12:00  ②14:00～15:30
※内容は各回とも同じです。
講　　　師 　三ツ山一志（彫刻家、造形教育家、子どもの育ちのためのアートらぼ共同代表）
対象・定員　小学1～3年生と保護者　各回10組
参 加 費　一組1,500円（材料費込）
受 付 期 間　5月30日（土）10:00～6月20日（土）17:00（先着順）

2026年度前期

・ハマキッズ・アートクラブ「横浜市民ギャラリーまる
ごと探検ツアー」
3月1日（日）10:30～11:40 講師：伊藤ちひろ（横浜
市民ギャラリー学芸員）

・おしゃべりの日＠コレクション展
3月1日（日）10:30～12:30、14:30～16:30、3月8日

（日）14:00～16:00

・横浜市宮崎地域ケアプラザ「失語症当事者・家族・
支援者の集いと語らいの場」コレクション展ゆったり
鑑賞会
3月4日（水）13:30～15:30

・ガイドツアー＆ミニ講座「戦後の横浜風景　～絵＆
写真で辿る伊勢佐木・日ノ出町・野毛～」
3月7日（土）9:30～12:00

主催：横浜市民ギャラリー（公益財団法人横浜市芸術
文化振興財団/西田装美株式会社 共同事業体）

協力：８・１５朗読・収録プロジェクト実行委員会／
株式会社今人舎、大佛次郎記念館

「〈特別出品〉書籍『私の八月十五日』シリーズより」展示風景 photo:Ken Kato 朗読とお話「戦後を生きた女性たち」

「4.つづく戦後」展示風景　photo:Ken Kato

おしゃべりの日＠コレクション展 担当学芸員によるギャラリートーク

［作品募集概要］
応募資格：横浜市在住・在学の小学生以下の児童・幼児（0～12歳）
募集作品：絵画1人1点。題材·技法自由。四つ切サイズ画用紙（38×

54cm）。これより小さい場合は四つ切の画用紙に貼って提
出。縦横自由。

制作のヒント：はじめての出来事や、はじめて見たものなど、どきどき
わくわくする気持ちを描いてみよう。そのほか、自由なテーマも大歓迎！

応募方法：受付期間に横浜市民ギャラリー 4Fアトリエまでお持ち込みください（郵送不可）。
出品無料。応募には「作品カード」「出品申込用紙」が必要です。応募前に必ず
チラシか当館公式ウェブサイトで募集要項をご確認ください。

受付期間：7月2日（木）～4日（土）10:30～16:00
作品返却：返却期間に来館またはゆうパック（着払い）にてお受け取りください。
返却期間：7月30日（木）～8月2日（日）10:30～17:30　横浜市民ギャラリー 4F事務室

横浜市こどもの美術展2026 ボランティア募集！
展覧会に来場した子どもたちの活動を
サポートしてくださる方を募集します。

「横浜市こどもの美術展2025」会場風景 photo: Ken Kato

自由参加ワークショップの様子 2025年  photo: Ken Kato 「こどものためのコレクション展」会場風景  2025年

内　　容：会場内での自由参加ワークショップ
「へんしん！おめんをつくろう」のサポート

活動日時：7月17日（金）～26日（日）10:00～17:00  
※初日は13:00～　時間内で二交代制を予定

説 明 会：7月12日（日）13:30～15:30　横浜市民ギャラリー 4Fアトリエ　
※原則参加必須

応募資格：中学生以上。こどもの美術展に関心のある方。原則として
7/12の説明会に参加でき、活動日のうち2日以上活動できる
方。※18歳以下の方は保護者の同意が必要。

募集人数：30名程度（応募多数の場合は抽選）
条　　件：無償。活動に際しては横浜市市民活動保険が適用できます。
応募締切：6月23日（火）必着
応募方法：往復はがき、申込みフォーム、直接来館のいずれか。詳細は

チラシか当館公式ウェブサイトをご覧ください。

昨年の
活動の様子　
photo: 
Ken Kato

レクチャー
日本の文様を楽しむ
私たちの身のまわりには、日々の暮らしを彩るさまざまな模様があ
ります。その中でも、使う季節や込められた意味が特別に定めら
れたものを「文様」といいます。本レクチャーでは、現代美術・装
飾史研究者の筧菜奈子さんを講師にお迎えし、日本の文様を楽し
むための基礎知識についてお話をうかがいます。文様が生まれた
歴史やその背景を、イラストや写真を使ってわかりやすくお伝えす
るとともに、日本各地で見られる文様の使われ方も合わせてご紹
介します。

6月27日（土）14:00～15:30
講　　師　筧菜奈子（現代美術・装飾史研究者）
定　　員　50名程度（応募多数の場合は抽選）
参 加 費　1,000円
受付期間　6月11日(木)必着

筧菜奈子『日本の文様 解剖図鑑』
（エクスナレッジ、2019年）書影

筧菜奈子『日本の文様 解剖図鑑』
（エクスナレッジ、2019年）より


